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H30年度 隠岐の島町 地域おこし協力隊 年間活動報告書 

 農林水産課 農林振興係 正木 翔  

月別活動内容 

 

4月 

(2年目) 

隠岐高校 サツマイモについての授業 

第 1回協力隊連絡会 

 

5月 

サツマイモ苗発注 

隠岐の島町特産品ほりおこし推進協議会 総会 

隠岐高校 サツマイモ畑作り 

 

6月 

サツマイモ苗配布 

サツマイモ 植え付け時期 

クロモジ生産者聞き取り・現場確認 

 

7月 

そば・白小豆生産組合 役員会・総会 

内閣府意見交換会 

第 2回協力隊連絡会 

 

8月 

そば・白小豆生産組合協議 

サツマイモ苗代精算 

定住財団 定住塾意見交換会 

 

 

9月 

サツマイモ収穫準備 

サツマイモ出荷先社長来島 

┗圃場確認・生産者との協議 

ニンニク実験栽培開始 

農業体験ツアー関連業務 

 

 

10月 

サツマイモ蔓切機試験運用 

サツマイモ収穫・出荷 

そば乾燥場機材確認 

油井地区八朔ヒアリング 

第 3回協力隊連絡会 

 

11月 

引き続きサツマイモ収穫・出荷作業 

社会福祉法人わかば とサツマイモ加工品に関する協議 

油井地区八朔関連業務 

 

12月 

大久地区サツマイモ糖度測定会 

サツマイモ運送費に関する協議 

玉湯町・八束町 農業視察 

サツマイモ作業場 清掃・撤収作業 
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1月 

農業視察意見交換会 

油井地区八朔関係機関協議 

特色ある農産物等検討委員会関係調査 

 

2月 

サツマイモ精算関連業務 

第 4回協力隊連絡会 

特色ある農産物等検討委員会 

協力隊年度末面談 

 

3月 

サツマイモ精算関連業務 

特産品ほりおこし推進協議会 

町長との意見交換会 
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 活動内容・目的について 

 

隠岐の島町特色ある農産物等検討事業 

近年農業において、水稲・米を生産することで得られる収入は減少の一途を

辿っている。この中で水稲・米の生産を継続できる農家が減少し、休耕田、耕

作放棄地の増加が問題となっている。休耕田、耕作放棄地の解消と農家の所得

向上を目指すにあたり、隠岐の島町の気候・土壌条件に適した水稲に代わる高

収益の作物の「試験栽培・販売・普及」を目的とし隠岐の島町特色ある農産物

等検討事業として行っている。 

 

取り扱い作物 

 トマトベリー 

 そば 

 白小豆 

 クロモジ 

 サツマイモ 

 明日葉 

 ニンニク 

 

 

特色ある農産物等検討委員会 

 クロモジがインフルエンザ予防に効果があるとしてニュースになり、県内の

クロモジを原料とした商品を開発しているメーカーの受注が急増し、島根県に

おいてクロモジの生産研究が行われ始めた事も有り、本町でも増産を検討すべ

きだという意見が出た。 

 

そば・白小豆 

 転作田・遊休農地を活用したそば・白小豆の生産

を推進し、生産者の経営安定を図る事を目的として

「そば・白小豆生産組合」がある。 

白小豆は契約生産しているが、契約量に生産量が

現在遠く及ばず、生産量を増やす必要がある。 

営農座談会などで普及に活用するそば・白小豆生

産組合のチラシを作製した。 
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サツマイモ 

昨年度と比較し、購入したサツマイモ苗が実に 2.2倍となっている。これは偏

に生産者自身が可能性を感じたからではないかと考える。未だ実験栽培の様相

を呈しているため、積極的に大規模農家の参入を促してはいないが、興味を持

っておられる方も多いようだ。隠岐の島町特産品ほりおこし推進協議会として

は今年度より会員が一名増えている。現状の取引先である㈱なつかしの森では

50t程の取引が可能となっている。 

 

隠岐高校サツマイモ授業について 

 今年度のサツマイモ関連業務とし

て隠岐高生に対してジオパークの授

業の一環としてサツマイモの授業を

行った。座学の授業に続いて実際に畑

作りをし、収穫、商品開発を行いビジ

ネスプランコンテストにて優秀賞を

獲得した。 

 

 

ニンニク 

今年度より試験栽培開始、大久・那久・油井地区と隠岐の島町農業公社にて

栽培を行っている。先進地である松江市八束町の江島ハートにんにく倶楽部へ

と視察へも赴き、生産者のモチベーションも上がっており、益々今後力を入れ

ていく。 

 

次年度に向けて・所感 

平成 29 年 10 月に着任し一年半が経ちました。今年度は宣伝効果も期待し、

料理関連で御呼び頂いた催しには可能な限り参加するようにしておりました。

これは次年度も継続していきたいと考えております。初年度は着任の時期が丁

度サツマイモ収穫開始時期で、そこから半年サツマイモを中心に活動をしてお

りました。今年度はサツマイモだけでなく様々な作物と生産者さまと関わりま

した。サツマイモの一年を経験しました。来年度からは自分自身、畑を借りサ

ツマイモ生産に携わりたいと考えています。それに加えて次年度は最終年度で

すので、着任当初から口にしていた飲食店の開業に向けての準備も行います。 


